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短報

Kiyoshi AOKI 1956 The Undercooling Point of the Prepupa of Slug Moth (0叶

doωmpαflαvescens) and the Climate of its Habitat. Low Temterature Science， 
Ser. B， 14. 

イラガ前蝋の過冷却点とその産地の気候努
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寒さに強い昆虫が一般によく過冷却されること，つまり過冷却点が低いことについては既

にがなり報告されているが，サッポロ附近に楼むイラガの前踊も寒さには強く，その過冷却点

は秋から冬にかけて次第に下り 2月頃には平均一2QC。位に達する1)。ところで同一種類であっ

ても楼む環境温度，特に秋から冬にかけての温度条件が非常にtiう場合，この過冷却点は如何

に影特を受けているものであろうか? この点を確かめるために眼国産のイラガの前踊とサッ

ポロのものとについて比較してみた。

材料はオカヤマと北九州、!のものである。材料採集を心よく引き受け，種々の便宜を計って

下さった股業技術研究所深谷昌次問寸九州大学肢学部安松京三博士の御好意に対し深く感謝

する。 オカヤマのものは 1953年1月に採集， 2 月 9 日到清後実験するまで約 2 週間 OO~ー30C

に保っておいた。まずこ北九州のものは1956年2月採集され否IJ岩後約1箇月半QOCの恒温和の中

に保存しておいた。北九州産のものにはイラガイツツパセイボクの寄生率が高く， ミヤノ産で

は73%，コクラ，ヤハタ産で・は 95%にも達していた。 実験には主としてミヤノの材料を用い

たが，サッポロのものに比べて一般に休に緊張がなく背血管'の収縮運動も弱いようであった。

サッポロの材料はその前年の秋に採集し，マユのままカゴに入れ戸外に保存しておき気温が

QOC以上になってからは QOCの恒温箱に移した。

過冷却点は個体毎に凍結illi線をとり，それから定めた。満度の測り方，冷却の方法等は前

報と間じである11 その結果を第1表にまとめた。 冷却速度はQOCを中心に 1分間に下る温度

で示してある。 オカヤマのものも (1953)，北九州のものも (1956)それぞれ間年のサッポロのも

のと等しい過冷却点を示し，寒冷地に械d也するものの過冷却点が4~j にイないということは全く認

められない。

次に凍結に対する抵抗性を比較してみた。元来イラムνは相当長期間凍結状態におかれて

北海道大学低減科学研究所業績第3541ラ

低温科学生物篇第14ili&昭和 31年



118 7ま 木 阪

第 1 表

採集地 実験年月 似体数

1953-2月 12 

オカヤマ グ 11 314 7.3土0.96 -25.3土1.68

サツヰ干口 1956-4月 12 319 7.5土1.14 -21.1土2.42

ヤ ノ グ 20 318 7.8土1.23 -20.1 :1:2.46 

ヤハ タ

コ ク 7 グ 6 450 8.4土1.02 -21.7土1.49

もほとんど害を受けない。すことえばー100Cで100日間凍結状態のまま保存しておいた前鍋10

匹のうち 9匹は完全に羽化したし -200Cの場合は 100rCI保存の 10匹中8匹， 250日保存の

ものでも 10匹中3匹が羽化している九つまり凍結に対して強い抵抗性を有している。この実

験条件では凍結はだ、いたい完了しているとみてよい。凍結曲線をとった後，前踊を1個体ずつ

径約3cmの1/ヤ{レの中に入れ室温で飼育した。 したがって前踊はマユから出されているの

で，マユに包まれている自然のものに比べ乾燥や，かびが生えることなどによって，色々の障

者を受けるチヤジスが多くなるため羽化本は自然のものよりは低い。そこで外見上口器の突出

してくることと，羽化との両方を発生の進行を見る目安とした。結果は岡山のものの羽化率は

サッポロのものと殆んど等しい。(第2表)一方，北九州のものはサッポロのものに比べて凍結

第 2 表

採集地 災験年月 個体数 冷約時間 最終温度 1-1 i'irt別刷lMl羽山数
(分) (OCl 会似体数 全個体数

サッポロ 1953-2月 12 7.6土1.42 12/12 6112 

オカヤ? グ 11 5.8土1.16 -20.4土2.88 8/11 7/11 

サッポロ 1956-4月 12 8.5:1: 1.63 12/12 6/12 

ヤノ グ 20 9.9・r:4.4fi -26.9土3.35 9/20 。/20

に対する抵抗性は非常に低いという結果になっている。 ミヤノの場合サッポロのものに比べて

平均凍結時間がやや長く，最終j昆肢も低い。しかしこのことがミヤノ産の凍産に対する抵抗性

が低いことの原因ではない内というのはミヤノ産の γl-rでも最終満度 -290Cの場合障害がなく

て，かえって高い -220Cの時に障害を受けている例があるように，少なくも実験の温度範囲内

では温度と障害度の日]に何等の関係も見出されなかったからである。むしろ前に述べたように

北九州の材料は健全なものではなかったらしいためにこのような結果が件られたものと忠われ

るので，この点もう J 度確める必要がある o

以上の結果から見てイラムνにおいては過冷却点は桜んでいるところの気候にはほとんど

揺押されていないといえよう。凍結のはじまりにくいこと，つまりよく過冷却されるというこ
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とは少なくともマユに保護されているイラガ前!踊のようなものでは主として血液の性状によっ

てきまるものではあるまいか? 凍結に対する抵抗性の実験結来には非常に喰い違いがあるむ

で断定はできないまでも，イラガ前納については暖国のものが北国のものより短時間の凍結に

対して特に弱いということもないようである。

文献

1) 青 木版・篠崎浮太郎 1953 イラガ前納の過冷却について.低温科学，10， 103. 

2) 朝比奈英三 1955 可動状態の動物の凍結及び過冷却による長期保存.勤務!， 64， 280. 


